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平成２７年度第４回目の会議が、１２月 10日（木）に絹公民館で開催さ

れました。今回は給食調理場の検討をおこないました。委員会内での質問に

ついては下記をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当委員会は、２ヶ月に１回のペースで開催しているため、次回は１０月の下旬頃に開催予定です。 
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【平成２７年度 第４回推進委員会で出た主な意見や質問等】 

 

① 給食について、財政的な話をした場合、予定の萱橋小教共同理場か桑中調理場のどちらか１か所で作

ることにより、 運搬費や調理費用などが安くなるのではないか？ 
 
→  小学校と中学校での栄養価や献立の違いから食材の確保も増え、現在より多くの調理器具、より広

い調理場、より多くの調理員が必要となり、これらの対応のため予算がかかってしまう。 

  また、調理終了後２時間以内に食べ始めなければならないことからも考えると、財政面以外の制約 

  もある。小・中を１か所で調理することについて説明する資料を次回提示します。 

   

② 絹中学区だけでなく、今後小中一貫校が増えていくことを考えると、イニシャルコスト（初期費用） 

がかかったとしても、その調理場を拠点に今後増えていく小中一貫校へ発信していくようにしてはど

うか？ 

→  開校時から小中一貫校（絹中学区）に小学校と中学校を併せた給食施設を作ることは、大幅な予算

がかかることから難しいが、これから小中一貫校が増えていく中で、給食についての考え方も変わ

ってくると思うので、今後、多方面から子どもにとってよりよい給食のため検討していけたらと考

える。 

③ 校名のアンケートについて、自治会にどのように回覧し、用紙を配布するのか？ 
 
→ 自治会には、１世帯１枚を基本として配布していただき、それ以外の世帯員分については公民館等

に配置した用紙を利用していただくことを検討している。また、応募方法については、自治会のご協

力も賜れればと考えているが、現段階では検討中である。 

 

 ④ 義務教育学校については、先生方は「小学校と中学校の免許を併有」となっているが、小山市では両

方の免許を持っている教員はどの程度いるのか？ 
 
 →  市内で小学校教員の７５％が中学校教員の免許を有しており、中学校教員の３９％が小学校教員免

許を有している。 

    また、絹地区については、小学校教員の８６％が中学校教員免許を有し、中学校教員の４０％が小

学校教員免許を有している現状である。現段階では、文部科学省は、当面の間は免許の併有に縛られ

ず、義務教育学校の教員として前期課程(現在の小学校６年間)・後期課程(現在の中学校３年間)の中

で担任や教科担任として指導することを認めている。また、免許併有でない職員がもう一方の免許の

取得をする場合、単位数軽減なども含め、取得しやすくすることも検討されている。これらの国の取

り組みを踏まえ、当市でも対応していきたいと考えている。 
 
  ⑤ 小中一貫校の校名アンケートと共に、校舎の跡地利用についてもアンケートをとる予定であったと思

うが、どのようになったのか？ 
 

 →校舎の跡地利用については、他市の利用状況を添付して配布しようと考えており、内容については今

後調整し、委員の皆様にお示ししていけたらと考えている。 

 

 
 

 

 

●平成２７年度 第４回推進委員会の結果概要 
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 小中一貫教育を実施している全国の国公立小・中学校に対し、平成２６年５月に文部科学省がおこな

った小中一貫教育の実態調査では、以下のような結果がみられました。皆様には、全３回に渡り、小中

一貫教育の成果と課題についてお知らせいたします。今回は第３回目です。 

小中一貫教育における成果 

 

※教科担任制とは…教科ごとに指導する先生がかわる指導形態のことです。現在小山市では中学校でこ

の指導形態がとられており、より専門的でわかりやすい授業や、多くの先生との出

会いなど、様々なメリットがあります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年４月から開校となる絹中学区の小中一貫校の学校名を、絹地区

のみなさまから募集したいと考えております。実施時期は２月～３月頃を予定しております。 

校名募集と同時に、梁小学校と延島小学校の跡地利用のアンケートも予定しておりますの

で、実施の際は、ご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

● 小中一貫教育の成果と課題【第３回(全３回に分けて紹介します)】文部科学省の調査結果より 

 

 

 

 

 

「小学校における教科担任制※実施状況」と「小中一貫教育の成果」

の関係 

  大きな成果が認められる   成果が認められる 
保護者や地域との関係 

① 保護者の学校への満足度が高まった！ 
教科担任制を導入 

することにより、 

保護者の満足度が高まったり、保

護者・地域との協働関係が強化さ

れたりするなどの成果が報告され

ています。 

絹中学区の小中一貫校でも段階的

な教科担任制の導入が検討されて

いますので、その成果が期待され

ます。 

【８７％】 

② 保護者との協働関係が強化された！ 

教科担任制 

未実施 

③ 地域との協働関係が強化された！ 

４８％ ７％ 

● 新しい絹地区小中一貫校の校名募集および学校跡地利用アンケート 
ご協力のお願い 

 

 

 

 

 

教科担任制 

実施 

教科担任制 

未実施 

７％ 

３％ 

５２％ 

４１％ 

【５９％】 

【４５％】 

【６９％】 

【５５％】 

１１％ 

７％ 

５８％ 

４８％ 

教科担任制 

実施 

教科担任制 

未実施 

教科担任制 

実施 

教科担任制 

未実施 

【６１％】 

【４４％】 

５７％ 

４１％ 

５％ 

３％ 


